
 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

＜要旨＞ 

本研究の目的は、自己評価の偏りがどの程度子どもたちの永続的な特徴であるか、ま

た、５年間にわたる子どもたちの自己評価の偏りの軌跡と心理社会的適応との間に関係

があるかどうかを調査する。肯定的な自己認識は、個人の生涯にわたって重要である。 自

分の能力をどの程度肯定的に判断するかは人によって大きく異なる。Hankin (2004) が

実施した 266 の研究のメタ分析では、年齢、文化、および精神病理学によって大きなば

らつきがあることが示されている。本研究の開始時のグレード３(平均年齢=8.6 歳)また

はグレード 4 (平均年齢=9.7 歳)の 462人の子ども(男の子 200人)が、両親の書面による

同意に従って参加した。安定した非常に肯定的なグループの子どもたちは、心理社会的適

応のすべての指標で著しく肯定的なスコアを示し、言語と数学の成績において他の子ど

もたちを上回っている。 

 

＜感想＞ 

私は自分のことを肯定的に捉えることが苦手である。だが、本研究を通して、ある程

度の肯定感は人生において重要であることを知った。自己を否定しすぎることは、何と

なくだが、結果的に自分にとって良くないと感じていた。だが、本研究のように数字で

示されると、私の何となくが解消されるため、肯定的に生きようと思える。だが、冒頭

で述べた通り、自己を肯定的に捉えることが苦手、というか恥じらいを感じている私は

時間をかけて少しずつ肯定的になろうと思う。恐らくだが、自分のことを肯定的に捉え

られない人が他者の存在を肯定的に捉えることはできないと思う。この考えを持ってい

るため、私は人のためにも、そして自分のためにも、自分のことを好きになりたいと思

う。 
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